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　７月16日総会終了後に実行章の伝達式が多数のご来賓の出席のもと盛大に行われま

した。個人５名、11団体995名の方々が受章されました。

　伊藤代表から「小さな親切」実行章は、皆様方のお一人お一人が身近な所で実行され

た心あたたまる親切に感謝し、その行為に敬意を表して贈呈させていただいているもの

です。三重県本部がこれまでに表彰してまいりました受章者総数は、団体を含め2024

年6月25日現在89,830名にも達しており、本当に心強いものがあります。本日お贈りす

る実行章はどうか誇りをもって皆様の胸につけていただき、今後とも心の通う地域社

会づくりを目指し、「小さな親切」運動の輪を広げていただくことを希望いたします。

と挨拶がありました。

　実行内容の披露のあと、万雷の拍手のなか伊藤代表から受章者一人ひとりに実行章

が手渡されました。
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令和6年１１月 第92号

「小さな親切」運動実行章伝達式の開催第78回

令和5年度収支決算 （単位千円）

収入の部 支出の部

会　費 880 1,125

154 41

0 112

3,015 2,771

4,049 4,049

助成費

雑収入

繰越金

合　計

事業費

会議費

事務費

繰越金

合　計

令和6年度収支予算 （単位千円）

収入の部 支出の部

会　費 880 1,300

155 40

0 105

2,771 2,361

3,806 3,806

助成費

雑収入

繰越金

合　計

事業費

会議費

事務費

繰越金

合　計
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　三重県本部の第43回総会が７月16

日に百五銀行丸之内本部棟2階大講

堂において、大勢の皆様方にご出席を

いただき盛大に開催されました。

　県本部代表の挨拶や来賓の祝辞の

あと議事に入り、令和5年度の事業報

告と収支決算の承認および令和6年度

の事業計画と収支予算案について、満

場一致で承認されました。

第43回　「小さな親切」運動三重県本部
総会開催

伊藤三重県本部代表の挨拶

令和6年１１月 第92号
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住　　所 実行団体名 実　　行　　内　　容人数

団体表彰11団体（995名）

PTA活動に貢献
事業活動で発生する段ボールを地元の家城小学校に無償で提供しています。
集まった段ボールは、業者に買い取ってもらうことで、PTAの活動資金に充て
られています。

津市
白山町

7名
株式会社
南工業

環境保全林の整備活動
令和元年７月から、熊野生活環境保全林「ふれあいの森」の遊歩道の整備を
行っており、従業員全員で、草刈りや遊歩道の清掃、トイレ周辺の生垣の剪定
など奉仕活動を行っています。

清掃活動ボランティア
地元である伊勢市の鷲ヶ浜海岸清掃活動、川と海のクリーン大作戦に会社を
挙げて参加するともに、津市の町屋海岸清掃にも10年継続して参加するなど、
積極的に清掃活動ボランティアを行っています。

鯉のぼりで青少年育成
約30年以上前から、毎年子どもの日に合わせて会社事務所のクレーン車を活
用して約30匹の鯉のぼりを高く掲揚し、地域住民の方々から喜ばれています。

地域活性化活動
毎年３月と10月に家城駅の駅舎清掃のボランティアを行っています。また、家
城公民館主催の盆踊り・運動会・文化祭の運営の手伝いや、家城神社の巨大絵
馬設置の手伝いを行っています。

食育の出前授業ボランティア
本業を活かし、食育をテーマに地元小学生等に海藻の刈り取り体験や、出前授
業を行っています。また、食生活の改善に寄与するセミナー講師等も積極的に
行い、日本の食材の魅力を伝える活動を行っています。

社会貢献活動
どんぐりを苗木まで育てて里山に植樹し、自然との共存につなげる取組みや、
引きこもり支援として、自宅とは別に自由に過ごせる空間の提供等をしてい
ます。また、催しを開催して地域との交流を深める活動を行っています。

22名
株式会社
宇城組

地域美化活動
週１回、８時30分から９時にかけて、自主的に本社・蓮花寺工場の周辺清掃
を、２～３名の社員にて持ち回りで実施しています。

桑名市
大字
蓮花寺

四日市市
塩浜本町

津市
久居
野村町

151名
株式会社

エッチ．エム．イー

子育て支援ボランティア
四日市市の「子育てするなら四日市！」のスローガンに賛同し、登校時の旗当
番に参加する保護者に駐車場を無償提供したり、月２回、通学路の除草や清掃
にも取り組んでいます。

見守り活動
久居立成地区において、20年以上にわたり、毎日、小学生の通学見守りボラン
ティア活動を行っています。久居駅東側エリアは住宅地の開発が続いている
ため、今後も見守り活動は続けられます。

28名

10名

藤原工業
株式会社

立成けいび隊

ユニセフへの募金活動
フードロスの取り組みとして、本社社員食堂で残った惣菜の社内販売を実施。
その代金や福利厚生施設（ゴルフ練習場）の利用料の全額をユニセフへ寄付し
ています。

鈴鹿市
国府町

282名
株式会社
スズカ未来

伊勢市
浦口

68名
株式会社
山野建設

津市
雲出本郷町

25名
ミヤコ産業
株式会社

津市
白山町

伊勢市
東大淀町

20名

32名

チームみつばち

北村物産
株式会社

名張市
美旗中村

350名
社会福祉法人
名張育成会

令和6年１１月 第92号
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（敬称略・推薦受付順）

熊野市

五郷町
いさとちょう

個人表彰5名

住　　所 実行者名 実　　行　　内　　容年齢

（敬称略・推薦受付順・年齢推薦時）

町内会活動に貢献
台風などの豪雨が予想される時、夜間に氾濫が起こらないように、何度も川の
水位や水門の確認をして、見守り活動を続けています。また、地区の役員活動
を通じて、高齢者世帯の確認、子供通学路の自発的な草刈りボランティアも
行っています。

津市
白山町

おおにし　     つねお

大西　恒郎 75歳

読み聞かせボランティア
東日本大震災で、被災された子どもたちに寄り添い50か所以上の学校で、読み
聞かせのボランティアに携わった経験を活かし、津市内の幼稚園から高校ま
で出向き、読み聞かせや人権講演を行っています。

津市
白山町

くぜ         じゅんき

久世　准生 55歳

理科教育で社会貢献
㈱デンソーが社会貢献の一環として無償で取り組む、理科の出前事業（デン
ソー・サイエンススクール）の講師を務められています。地域の小学校にて、
日本の未来を担う子供たちに、ものづくりの楽しさを伝える活動を行ってい
ます。

桑名市
筒尾

    ひらまつ　   こういち

平松　晃一 69歳

見守り活動
毎朝、朝日小学校の生徒の登校見守り活動を行っています。町会議員と行政書
士の仕事を両立しながら、８年以上毎朝欠かさず継続され、今後も子供の安全
確保のために尽力される方針です。

三重郡
朝日町

せい　    まさと     

清　将人 44歳

立ち直りを地域で支えるボランティア
司法書士として仕事をする傍ら、約３０年間保護司として、犯罪や非行をした
人の立ち直りを地域で支える民間のボランティア活動を行っています。

鳥羽市
安楽島町

にしかわ　  みのる

西川　実 75歳

「小さな親切」運動 実行章受章者名簿
（令和5年12月～令和6年5月分）

令和6年１１月 第92号
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5月30日（木）　伊賀市立青山中学校　41名
青山中学校では、環境委員会の取り組みとして「ごみゼロ運動（奉仕作業）」を学
期に１回程度おこなっています。１学期のゴミゼロ運動の様子を報告します。
第１回ゴミゼロ運動
〈参加者〉環境委員会、生徒会本部、有志、担当教員 計41名
〈内　容〉
６月５日の「学校環境デー」に合わせて、ごみゼロ運動（奉仕作業）を行う。今回
は、体育祭前の校舎周辺清掃も兼ねる。
事前に全校生徒に向けて有志の参加者を募集する。
〈清掃分担〉
２年生・・・教室棟周辺・グラウンド周辺のゴミ拾い、昇降口の掃除
１・３年生・・・グラウンド草引き
〈活動を終えて〉
・「小さな親切運動」の取組用にいただいたゴミ
袋も活用させていただきました。今回は体育祭
前の時期でしたので、人通りが多いであろう校
門から昇降口までの道や、グラウンド周辺など
のゴミ拾いを行いました。また、グラウンドの
草引きも行いました。
・今回は、環境委員や生徒会本部の呼びかけによ
り、ボランティアとして積極的に参加する生徒
が多かったです。楽しみながら作業をしている
姿がありました。

6月14日（金）　津市立香海中学校　195名
実施内容：香良洲海岸の清掃
場　　所：香良洲海岸
集めたゴミの量：メッシュコンテナを6つ並べてごみを分別。香良洲地域振興

課に依頼して、パッカー車（ゴミ収集車）でごみを収集していただ
きました。

感　　想：郷土を愛する心を育み、働く喜びや奉仕の尊さを感じる。また、
持続可能な社会の創り手として、SDGsの目標14「海の豊かさ
を守ろう」および目標12「つくる責任つかう責任」（本取組では、
主にゴミの分別）の達成に向けた取組を体験することを目的に
実施しました。〈以下生徒の感想〉「中学校になって初めての海
岸清掃でした。小学校と協力して清掃することができました。海
にはたくさんのゴミがあり、危ないゴミなどもあって海や町に
ゴミを捨てている人がいるんだなと思いました。悲しいと思い
ました。なのでまずは自分
のゴミは持ち帰ることを
続けて、ポイ捨てをする人
がいたら注意しようと思
いました。香良洲の綺麗な
海を守るために、自分達が
できることをしていきた
いです。」

5月17日（金）　北牟婁郡紀北町立三船中学校　45名5月9日（木）6月6日（木）7月8日（月）
四日市市立大池中学校　96名
実施内容：環境福祉委員会による、校内の除草

作業及び花壇整備
場　　所：大池中学校体育館横、校舎横
集めたゴミの量：3回の活動で、約80袋
感　　想：・雑草はすぐに生えてくるので驚いた。
　　　　　・1ヶ月前に草を抜いたのにもう生

えてきていてびっくりした。
　　　　　・草を抜くのはとても大変だった。
　　　　　・「きれいになったね」と言われてう

れしい気持ちになった。

5月17日（金）　北牟婁郡紀北町立三船中学校　45名6月15日（土）　天名まちづくり協議会　450名
実施内容：天名小学校周辺の清掃
場　　所：天名地域全域（御薗町、徳田町）
集めたゴミの量：軽トラ2台分
感　　想：天名地区全住民と企業を対象に実

施している事業であるが、今年の参
加者は対前年約100名増、収集した
ポイ捨てごみ量は約25％減少とい
う結果であった。これは地域住民の
環境美化に対する意識と行動の成果と感じました。また、本活動の
継続実施が必須と感じた。

5月17日（金）　北牟婁郡紀北町立三船中学校　45名7月13日（土）　豆電球クラブ三重事務局　9名
場　　所：岩田川付近と海岸の清掃
集めたゴミの量：自然物（流木等）多量　　　　

自然物ほか：120袋　　　　　　
　　　　　その他：テレビ2台、鉄柱1本
実施内容：公益社団法人 津青年会議所主催のも

と行われた清掃活動に参加しました。
海岸には、花火屑、空き缶やペットボ
トル等の他、大きなゴミでは液晶テレ
ビや扇風機など人工ゴミが多く継続して実施することの重要性を考
えることができる活動であった。
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日本列島クリーン大作戦参加団体（実施報告受領分）ご協力ありがとうございました。（順不同）
団体名 実施日 参加人数 団体名 実施日 参加人数

小学校

津市立栗葉小学校PTA 5月11日　 120名

小学校

名張市立桔梗が丘小学校 6月21日 50名
四日市市立桜小学校 5/13日～20日　 320名 鈴鹿市立明生小学校 7月10日　 12名

四日市市立水沢小学校 5月14日　 130名 鈴鹿市立井田川小学校 9月7日　 78名

津市立榊原小学校 5月20日 34名
中学校

伊賀市立青山中学校 5月30日　 41名
菰野町立菰野小学校 5月23日　 34名 津市立香海中学校 6月14日 195名
松阪市立東黒部小学校 5月24日 43名 四日市市立大池中学校 5/9・6/6・7/8 96名
伊賀市立上野北小学校 ５/３１・６/３・２４ 155名

一　般　　　　　　　　　

ながしまエコの会 7/15・28 59名
松阪市立松江小学校 6月3日 8名 天名まちづくり協議会 6月15日 450名
津市立香良洲小学校 6月14日　 160名 豆電球クラブ三重事務局 7月13日 9名
紀北町立三浦小学校 6月20日　 21名 百五銀行「小さな親切」の会 6/4・5・6 2,512名

合　　　　　　　　　　計 4,527名

5月17日（金）　北牟婁郡紀北町立三船中学校　45名7月15日（月）　ながしまエコの会　35名
実施場所：三重県桑名市長島町十日外面　長良川
　　　　　河口堰下流の河川敷
集めたゴミの量：約210kgのゴミを回収（プラス

チックゴミ・漂着ゴミ・飲料缶・
PETなど）

海の日を記念して「海の日ブルーサンタゴミ拾い
2024」のイベントに参加しました。このイベント
は、海の恩恵に感謝して全国一斉に青いサンタク
ロースになってゴミ拾いをします。今年も沢山の
ボランティアさんに参加して頂き、きれいな河川敷になりました。前日の大雨が止
み曇り空ですが湿度が高く不快な暑さで熱中症に十分気をつけて安全に行いました。

5月17日（金）　北牟婁郡紀北町立三船中学校　45名7月28日（日）　ながしまエコの会　24名
実施場所：三重県桑名市長島町駒江 国土交通省 
　　　　　 長島排水機場駐車場を拠点
集めたゴミの量：約50kgのゴミを回収（桑名水郷

花火大会翌日早朝清掃のゴミ）
今年も、桑名水郷花火大会が開催され、翌日早朝5自
～6時まで長島町ボランティア連絡協議会の皆さん
と一般参加者24人のご協力で清掃活動を実施しまし
た。観客の皆さんは、ほとんどゴミを持ち帰りマナー
の良さに感謝します。しかしながら場所取りのテー
プ・水の入ったペットボトル・敷物など置きっぱなしになっていて回収しました。早朝5
時からの一斉清掃のため参加者が少なかったですが皆さんのご協力できれいな河川敷に
なりました。今年も、猛暑で早朝でも蒸し暑く熱中症対策を十分して清掃を行いました。

令和6年１１月 第92号

収集用のゴミ袋は日本たばこ産業㈱様より
ご提供いただいたものです。

5月20日（月）　津市立榊原小学校　34名
全校児童24人で力を合わせて、グラウンド周辺の除草・ゴミ集めをしました。小学校
のグラウンドは学校の体育の時間の運動や休憩時間の遊びに使うだけでなく、地域
の方がグラウンドゴルフや、地区民体育祭、地域のマラソン大会やトラック市などを
行ったり、学童の子どもたちが運動したりするのにも使われます。地域の方にも学校
の草刈りを何度もお世話になりますが、子どもたち
も一生懸命、草や木切れ、ゴミを集め、気持ちよく
使ってもらえるようにきれいにしました。６年生４
人は、「きれいにするときもちいい。」「すぐ草が伸び
るので、また頑張る。」と言っていました。

5月24日（金）　松阪市立東黒部小学校　43名
実施内容：３グループに分かれて、学校付近の

道路、空地のゴミ拾いをする。
場　　所：学校付近　北、東、西方面
集めたゴミの量：空き缶１袋、　燃えるゴミ１袋
感　　想：短時間だったが、思っていた以上にゴミ

を集めることができた。空き缶も多く、
マナーが守れていないのが残念。地域を
きれいにできた実感はあった。

5月17日（金）　北牟婁郡紀北町立三船中学校　45名
三船中学校区（船津小学校と上里小学校）内の通学路のゴミ拾い
を行った。20袋くらいの燃えるゴミ、燃えないゴミ、缶、ペット
ボトル、鉄くずなどを拾いました。ゴミ拾いを地域の子どもたち
が一丸となって拾うことで町をきれいにする意識が高められ、子
ども同士のつながりも強められました。

6月21日（金）　名張市立桔梗が丘小学校　50名
実施内容：学校やその周辺のごみ拾い活動
場　　所：登下校の時に通る歩道を中心に校区内や桔梗が丘駅周辺のゴミ拾

いを行った。
集めたゴミの量：ゴミ袋1袋分のゴミを回収した。
感　　想：児童24名と地域のボランティアさんが共に活動することで意欲

的に活動することができた。また地域への貢献や地域の方への貢
献や地域の方への感謝の気持ちを持つことができた。

5月11日（土）　津市立栗葉小学校PTA　120名
実施内容：小学校運動場内外の除草清掃
集めたゴミの量：45L袋 約250袋
感　　想：たくさん草刈り機でも作業していただききれいになり、子どもた

ちもよりよい環境で学校生活が過ごせると思います。たくさんの
人の力に感謝です。

5月13日（月）～２０日（月）　四日市市立桜小学校　３２０名
実施内容：全校児童及び教職員による運動場の

除草作業 ～公共施設の環境美化～
場　　所：桜小学校　運動場
集めたゴミの量：「ひろえば街が好きになる運

動」のゴミ袋 80袋程度
感　　想：草の量が多くてなかなかきれいになら

なかった。学校を使う人が少しでも気
持ち良くと思いながら活動しました。5月14日（火）　四日市市立水沢小学校　130名

実施内容：水沢小学校運動場、校庭。全校で担
当場所を決めて草取りをしました。

集めたゴミの量：市のLサイズゴミ袋で20袋
くらいの量が集まりました。

感　　想：草取り中に子どもたちから、「もっと
長く草取りするわ!」「雨のあとやで抜
きやすい。」「こんなにたくさん集め
たってすごいなぁ。」と声が上がって
いました。

5月23日（木）　菰野町立菰野小学校　34名
大作戦というほど大きなことはして
いませんが、日常的に、掃除の時間に
本校の６年生児童が学校周りのゴミ
拾いを行っています。この日は、１枚
の袋がいっぱいになりました。子ど
もたちは、「けっこう落ちてる」「この
前はなかったのに」「きれいになって
よかった」と言っていました。

6月20日（木）　紀北町立三浦小学校　21名
実施内容：紀北町の無人島「鈴島」において、今年も磯体験

学習を実施。その際清掃活動も行い環境保全の
意識の素地を発達段階に応じて学んでいる。

集めたゴミの量：集めたゴミの量は、小型船舶１隻分にもなった。
昨年度と比べてゴミの量がすごく増えていた。（約２倍）

感　　想：「ゴミやかいそうがいっぱいあった。」「ゴミ拾いを
して、ペットボトルのごみが多かった。」「ごみ拾
いをして、たくさんあってびっくりしました。」
「ごみ拾いの時、カンが一番多かったです。」

５月３１日（金） ６月３日（月）・２４日（月）
伊賀市立上野北小学校　１５５名（２４日は６名）
実施内容：ゴミ拾い・草引き
場　　所：校庭
集めたゴミの量：草は30袋分集まった
感　　想：ゴミは子どもたちが日頃から環境美化に気

をつけているため、落ちていなかった。

5月17日（金）　北牟婁郡紀北町立三船中学校　45名9月7日（土）　鈴鹿市立井田川小学校　78名
実施内容：校庭（周辺含む）の草取り
場　　所：井田川小学校運動場（グランド、周

辺、学校外周り）
集めたゴミの量：市指定ゴミ袋100袋超え
感　　想：運動会の練習を控えて、運動場の整備

を行った。保護者はもちろん、地域の方
たちの草刈りでの参加が多数あり、「地
域や保護者に支えられている学校」で
あることを感じる。地域の方は、PTA
の集合予定よりも早々に来校して草刈りを始めてくださいました。

7月10日（水）　鈴鹿市立明生小学校　12名
実施内容：学校周辺に落ちているゴミをを福祉保健委員会の児童に集めても

らった。
集めたゴミの量：業間休み10分ほどの活動ではあったが、ペットボトルやプ

ラスチックのカップ、おかしの袋な
ど、袋２つがいっぱいになる量のご
みが集められた。

感　　想：児童は暑い中がんばって活動に取り
組んでおり、楽しみながらごみひろ
いができていた。時期や取り組み方
を工夫することで、さらに学校周辺
をきれいにできそうだった。

6月3日（月）　松阪市立松江小学校　8名
学校内だけでなく、実際に学校の外に出て、自
分たちの住んでいる地域を歩き、ごみ拾いを
しました。子どもたちはごみが落ちていると
「あったー!!」と言って拾っていましたが、「ご
み拾いをするまでは自分たちの地域にこんな
にもごみが落ちているなんて知らなかった。」
と少し複雑な表情も見せていました。
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日本列島クリーン大作戦参加団体（実施報告受領分）ご協力ありがとうございました。（順不同）
団体名 実施日 参加人数 団体名 実施日 参加人数

小学校

津市立栗葉小学校PTA 5月11日　 120名

小学校

名張市立桔梗が丘小学校 6月21日 50名
四日市市立桜小学校 5/13日～20日　 320名 鈴鹿市立明生小学校 7月10日　 12名

四日市市立水沢小学校 5月14日　 130名 鈴鹿市立井田川小学校 9月7日　 78名

津市立榊原小学校 5月20日 34名
中学校

伊賀市立青山中学校 5月30日　 41名
菰野町立菰野小学校 5月23日　 34名 津市立香海中学校 6月14日 195名
松阪市立東黒部小学校 5月24日 43名 四日市市立大池中学校 5/9・6/6・7/8 96名
伊賀市立上野北小学校 ５/３１・６/３・２４ 155名

一　般　　　　　　　　　

ながしまエコの会 7/15・28 59名
松阪市立松江小学校 6月3日 8名 天名まちづくり協議会 6月15日 450名
津市立香良洲小学校 6月14日　 160名 豆電球クラブ三重事務局 7月13日 9名
紀北町立三浦小学校 6月20日　 21名 百五銀行「小さな親切」の会 6/4・5・6 2,512名

合　　　　　　　　　　計 4,527名

令和6年１１月 第92号

日本列島クリーン大作戦 　公益社団法人「小さな親切」運動本部で
は、本年度も“美しい日本、美しい心”をス

ローガンに５月から７月を中心に全国一斉に日本列島クリーン大作戦を展開するよう呼びかけて参りました。当三重
県本部もこれに呼応して積極的に取り組み、加盟団体等へご協力を依頼し、たくさんの方々にご参加いただきました。

　6月14日（金）　津市立香良洲小学校　160名
実施内容：①１・２年生：運動場の草ひき及び学校周辺のごみ拾い
　　　　 ②３年生：道路及びめぐみ公園等のごみ拾い
　　　　 ③４～６年生：中学生と合同で海岸のごみ拾い
場　　所：①香良洲小学校運動場とその周辺
　　　　 ②香良洲小学校からめぐみ公園までの道路とめぐみ公園
　　　　  ③香良洲北海岸
集めたゴミの量：香良洲地域振興課に依頼して、パッカー車（ごみ収集車）にご

みを収集していただきました。
感　　想：１年生から３年生は自分たちの学校やその周辺がきれいになるこ

とに喜びを感じ、大変意欲的にごみを拾っていました。４年生から
６年生も地域の海をきれいにすることに一生懸命取り組みました。
中学生とチームを組み、多様なごみを協力して分別したり、抱えき
れないほどの大きなごみを運んだりしていました。これらのごみは
地域から出たものだけではなく、海
岸に流れ着いたものも含まれるこ
とから、地球規模において考えてい
かねばならないことに気付きまし
た。海岸清掃は今回で45回となり、
子どもたちが地域の自然を大切に
する気持ちを育む機会となってい
ます。
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あいさつで、みんなつながろあいさつで、みんなつながろ

トモダチ作戦トモダチ作戦

あいさつ
運動

のぼり たすき
（前）

たすき
（後）

すでに三重県内の小・中学校中心に120校で使用。
１セット：のぼり1枚・たすき5本・ポスター2枚を

無料で提供します。
お申込み・お問い合わせは、三重県本部まで。

コミュニケーションの基本となる、学校や地域での朝夕のあいさつ。
「小さな親切」運動では、あいさつを習慣とするためのサポート活動を展開しており、

三重県本部では県内の小中学校中心に120校に“のぼり”や“たすき”などの
オリジナルグッズを提供して、地域のみなさまと共に活動を応援しています。
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無料
提供中！あいさつ運動

オリジナル活動グッズ
あいさつ運動

オリジナル活動グッズ


